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国土交通省大臣認定 
 

e-pile 工法 
認 定 年 月 日             平 成 2 4 年 1 0 月 1 2 日  
認 定 番 号             ( TA C P - 0 4 2 5 ) , ( TA C P - 0 4 2 6 )  
 
 
 
 
 
【e-pile 工法】の認定書他を事項から示す。 
 
・認定書  (国住指第 1846 号 ),(国住指第 1847 号 )
・指定書  (国住指第 1846 号 ),(国住指第 1847 号 )
・性能評価書  (GBRC 建評-12-231A-002), (GBRC 建評-12-231A-003)
  















別添－ 1

                                                       （別添） 

 （Ⅰ）地盤の許容支持力および適用範囲 

 

1. 本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に生ず

る力に対する地盤の許容支持力は（ⅰ）、（ⅱ）式による。 

1) 長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力(kN) 

( ){ }ψγβα cussp LqLNAN
3
1Ra ++=  ・・・(ⅰ) 

2) 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力(kN) 

( ){ }ψγβα cussp LqLNAN
3
2Ra ++=  ・・・(ⅱ) 

ここで，(ⅰ)，(ⅱ)式において， 

α ：基礎ぐいの先端付近の地盤（地震時に液状化するおそれのある地盤※を除く）における 

支持力係数 (α＝250) 

N  ：基礎ぐいの先端より下方に 1Dw，上方に 1Dw の範囲の地盤の標準貫入試験による打撃回

数の平均値(回) (先端：くい本体鋼管部の下端 Dw：拡翼の直径) 

ただし，５≦ N ≦50とする。 N の算出に用いる個々のN値はN＜５の場合はＮ＝0，Ｎ＞60

の場合はＮ＝60 とする。 

Ap ：基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡) 

Ap＝π･D2/4＋0.5(π・Dw2/4－π･D2/4) (D：軸部のくい径) 

下記の係数については，周面摩擦力を無視するため考慮しない。 

β ：砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数     （β＝0） 

γ ：粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数   （γ＝0）  

sN  ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 

Ls ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m) 

uq  ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(kN/m2) 

Lc ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m) 

ψ ：基礎ぐいの周囲の有効長さ(m) ψ＝πD 

 

※ここでの「地震時に液状化するおそれのある地盤」とは、建築基礎構造設計指針（日本建築学

会：２００１改定）に示されている液状化発生の可能性の判定に用いる指標値（Ｆ１値）により、液状

化発生の可能性があると判断される土層（Ｆ１値が１以下となる場合）及びその上方にある土層をい

う。 



2. 適用範囲 

                                                                      

１) 基礎ぐいの先端地盤：砂質地盤（礫質地盤を含む） 

２) 基礎ぐいの周囲の地盤：砂質地盤、粘土質地盤 

なお、地盤の種類は、建築基礎構造設計指針（日本建築学会：2001 改定）に従い「地盤材

料の工学的分類法」（地盤工学会基準：JGS0051－2009）、「岩盤の工学的分類法」 

（地盤工学会基準：JGS3811－2004）の分類表に基づいて分類されたものである。基礎ぐい

の先端付近の地盤において、砂質地盤とは砂質土に区分される地盤であり、礫質地盤とは

礫質土に区分される地盤である。また、基礎ぐいの周囲の地盤において、砂質地盤とは砂

質土か礫質土に区分される地盤であり、粘土質地盤とは、粘性土か火山灰質粘性土に区

分される地盤である。 

 

２)基礎ぐいの最大施工深さ 
くいの最大施工深さは，くい施工地盤面から 130D 以下(D：軸部のくい径)とする。 

軸部のくい径と最大施工深さの関係を表 1.1 に示す。 

 

表 1.1 軸部のくい径と最大施工深さ 

軸部のくい径D

(mm) 

最大施工深さ 

(130D) 

(m) 

114.3 14.8 

139.8 18.1 

165.2 21.4 

190.7 24.7 

216.3 28.1 

267.4 34.7 

318.5 41.4 

355.6 46.2 

                    

3)適用する建築物の規模 

各階の床面積の合計が 500,000m2 以内のものとする。 



 

別添－ 1

                                                       （別添） 

 （Ⅰ）地盤の許容支持力および適用範囲 

 

1. 本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に生ず

る力に対する地盤の許容支持力は（ⅰ）、（ⅱ）式による。 

1) 長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力(kN) 

( ){ }ψγβα cussp LqLNAN
3
1Ra ++=  ・・・(ⅰ) 

2) 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力(kN) 

( ){ }ψγβα cussp LqLNAN
3
2Ra ++=  ・・・(ⅱ) 

ここで，(ⅰ)，(ⅱ)式において， 

α ：基礎ぐいの先端付近の地盤（地震時に液状化するおそれのある地盤※を除く）における 

支持力係数 (α＝250) 

N  ：基礎ぐいの先端より下方に 1Dw，上方に 1Dw の範囲の地盤の標準貫入試験による打撃回

数の平均値(回) (先端：くい本体鋼管部の下端 Dw：拡翼の直径) 

ただし，４≦ N ≦50とする。 N の算出に用いる個々のN値はN＜４の場合はＮ＝0，Ｎ＞60

の場合はＮ＝60 とする。 

Ap ：基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡) 

Ap＝π･D2/4＋0.5(π・Dw2/4－π･D2/4) (D：軸部のくい径) 

下記の係数については，周面摩擦力を無視するため考慮しない。 

β ：砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数     （β＝0） 

γ ：粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数   （γ＝0）  

sN  ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 

Ls ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m) 

uq  ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(kN/m2) 

Lc ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m) 

ψ ：基礎ぐいの周囲の有効長さ(m) ψ＝πD 

 

※ここでの「地震時に液状化するおそれのある地盤」とは、建築基礎構造設計指針（日本建築学

会：２００１改定）に示されている液状化発生の可能性の判定に用いる指標値（Ｆ１値）により、液状

化発生の可能性があると判断される土層（Ｆ１値が１以下となる場合）及びその上方にある土層をい

う。 



2. 適用範囲 

                                                                      

１) 基礎ぐいの先端地盤：粘土質地盤 

２) 基礎ぐいの周囲の地盤：砂質地盤、粘土質地盤 

なお、地盤の種類は、建築基礎構造設計指針（日本建築学会：2001 改定）に従い「地盤材

料の工学的分類法」（地盤工学会基準：JGS0051－2009）および「岩盤の工学的分類法」 

（地盤工学会基準：JGS3811－2004）の分類表に基づいて分類されたものである。基礎ぐい

の先端付近の地盤において、粘土質地盤とは粘性土か火山灰質粘性土か軟岩系岩盤 

（泥岩）に区分される地盤である。また、基礎ぐいの周囲の地盤において、砂質地盤とは砂

質土か礫質土に区分される地盤であり、粘土質地盤とは、粘性土か火山灰質粘性土に区

分される地盤である。 

 

２)基礎ぐいの最大施工深さ 
くいの最大施工深さは，くい施工地盤面から 130D 以下(D：軸部のくい径)とする。 

軸部のくい径と最大施工深さの関係を表 1.1 に示す。 

 

表 1.1 軸部のくい径と最大施工深さ 

軸部のくい径D

(mm) 

最大施工深さ 

(130D) 

(m) 

114.3 14.8 

139.8 18.1 

165.2 21.4 

190.7 24.7 

216.3 28.1 

267.4 34.7 

318.5 41.4 

355.6 46.2 

                    

3)適用する建築物の規模 

各階の床面積の合計が 500,000m2 以内のものとする。 



e－pile 規格寸法 

   ※ 特殊部の厚さ、材質については、採用する地盤により異なりますので検討時には弊社担当までお問い合わせください。 

※  拡翼厚（tw）は最大厚を表記してあり、採用 N 値により厚さは変わります 

※  表中の※のｔD１については納期のご相談とさせて頂いております。 

軸径 
D 

(mm) 

拡翼径 
Dw 

(mm) 

特殊部鋼管 
tD2 

(mm) 

拡翼 
tw 

(mm) 
F 

(mm) 

本体 
鋼管 
tD1 

(mm) SS400 SM490A 

114.3 
300 8.6 

（STK400） 
16 12 311 4.5   

6.0 350 16 16 362 

139.8 
350 

9.5 
（STK400） 

19 16 362 4.5   
6.0   
6.6 400 25 22 414 

165.2 
400 

9.3 
（STK400） 

22 19 414 
4.5   
5.0   

※6.0  
7.1 

450 25 22 466 

190.7 
400 

7.0 
（STK490） 

19 16 414 
5.3 
7.0 

450 25 19 486 

500 28 25 518 

216.3 

450 

12.7 
（STK490） 

22 19 466 5.8  
※6.0  
8.2   

10.3  
12.7 

500 25 22 518 
550 － 25 569 
600 － 28 621 

267.4 

500 

12.7 
（STK490） 

22 19 518 5.8   
※6.0  
6.6   
8.0   
9.3   

12.7 
 ※15.1 

550 22 19 569 
600 － 25 621 
650 － 28 673 
700 － 32 725 

318.5 
600 

12.7 
（STK490） 

25 22 621 6.0   
6.9   
7.9   

10.3  
12.7 

650 － 25 673 
700 － 28 725 

355.6 

650 
12.7 

（STK490） 

28 22 673 6.4  
7.9   
9.5   
11.1  
12.7 

※15.1 

700 － 25 725 
750 － 32 776 

2



e-pile 杭の形状
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e-pile 地盤から決まる長期許容支持力

550 612306 367 428 489

245 285 326 367

321

216.3 450 0.0978 41 82 122 163 204 408

123 153

225

468328

190.7 400 0.0771 32 161 193

113

64 96 128

183 245

225 338 451

61

1127
807 907 1008

1014563 676 789 901

898
101 202 302 403 504 605 706

967
90 180 269 359 449 539 628 718 808

857
97 193 290 387 484 580 677 774 871

755
86 171 257 343 428 514 600 685 771

918
75 151 226 302 377 453 528 604 679

808
92 184 275 367 459 551 643 735 826

706
81 162 242 323 404 485 566 646 727

526

71 141 212 282 353 423 494 565 635

665
53 105 158 210 263 315 368 421 473

571
67 133 200 266 333 399 466 532 599

485
57 114 171 228 286 343 400 457 514
49 97 146 194 243 291 340 388 437

391
47 94 140 187 234 281 375 421

376

39 78 117 156 195 234 273 352

306
38 75 113 150 188 225 263 301 338

0.2155

0.1371
0.1597

0.1468

0.1811
0.2056

122

313
0.1124

0.1165

0.2321

0.1262

0.1694
0.1939
0.2204

0.2420
0.2704

700

500

600
650
700

550

600
650

750

650
700

0.0405
0.0532
0.0558

0.0902

600
216.3

44

0.0735

190.7

500

59

190.7

216.3

0.0938

61

【地盤から決まる長期許容支持力早見表】

400165.2
165.2

350
350
400

3417300

318.5
318.5

267.4

267.4
267.4

267.4
267.4

450

500

550

450

152 169

276

289

214 245

355.6
355.6
355.6

216.3

318.5

84 101 118 135

257

116 139

184
235 264

222
163 186 209 232
155 177

294

11122
114.3

88
9231

51

70
29

67114.3
139.8
139.8 1170.0705

89
23 46

176 206

20 45 50

93
133 200

67

147

杭本体径 拡翼径 有効断面積

（㎜） （㎜） （m２）

杭先端平均N値

25 30 35 405 10 15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



e-pile 材料から決まる長期許容支持力

◇杭材がら決まる長期許容支持力は次の式により算出をする。

Ra=F“/1.5×Ae×(1-α1-α2)

【記号の説明】

: 材料から決まる長期許容支持力 (KN) : 杭の半径 (㎜)

: 設計基準強度 (N/㎜
2
) : 腐食しろを除いた杭の断面積 (㎝

２
)

: 継手による低減率 (0.05/1カ所)

: 杭材料の許容基準強度 (235N/㎜
２
) ※STK400 : 細長比による低減率 

杭材料の許容基準強度 (325N/㎜
２
) ※STK490 　(L/d＞100の場合、(L/d-100)/100)

: 腐食しろ(外面1㎜)を除いた杭厚(㎜)

◇ 腐食しろは外面1㎜を考慮しています

◇ 継手溶接については、半自動溶接による施工により低減なしといたします。

◇ ※杭肉厚6.0㎜未満で手溶接(アーク溶接)の場合は、１カ所あたり５％の支持力低減とします。

◇ 細長比による低減率は

　
L/D＞100の場合は(L/D-100)/100とします

1835
2223
2625

9.5355.6
11.1
12.7

6.4 810

1327
1612
1898

-
7.9 1056 1460

318.5
10.3 1330 1839
12.7 1726 2387

6.9 805 1113
7.9 955 1320

1743 -
6.0 673 -

896
1146
1387

1460 2020

267.4
6.6 648
8.0 828
9.3 1003

12.7
15.1

5.8 548 -
6.0 572 -

(㎜) (㎜) STK-400 STK-490

杭材の鉛直支持力 杭軸径 杭肉厚 杭材の鉛直支持力

STK-400

-

623
981

-
1613

-
642
493
714

STK-490

-
-
-
-

504

464
356
516
451
709
938

1166

179
264
214
320
364
249

12.7

5.3
7.0
5.8
8.2

6.6
4.5
5.0
7.1

289

10.3

杭軸径

(㎜)

杭肉厚

(㎜)

114.3

139.8

4.5
6.0
4.5
6.0

165.2

190.7

216.3

te

Ra

Ae

α1

α2

Ra

F“

F

     F“=(0.8+2.5te/r)FかつF“≦235

     F“=(0.8+2.5te/r)FかつF“≦325
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e-pile 杭本体の断面諸元 

(腐食しろを考慮しない場合) 

外径 厚さ 周長 重量 くい有効断面積 断面 2 次ﾓｰﾒﾝﾄ 断面係数 断面 2 次半径

φ(mm) (mm) (m) (kg/m) (mm2) (103×mm4) (mm3) (mm) 

114.3 4.5 0.359 12.2 1,552 2,343 40,980 38.9 
6.0 16.0 2,041 3,001 52,504 38.3 

139.8 
4.5 

0.439 
15.0 1,912 4,380 62,660 47.9 

6.0 19.8 2,521 5,653 80,870 47.4 
6.6 21.7 2,761 6,138 87,800 47.2 

165.2 

4.5 

0.519 

17.8 2,271 7,336 88,810 56.8 
5.0 19.8 2,516 8,077 97,780 56.7 
6.0 23.6 2,999 9,515 115,201 56.3 
7.1 27.7 3,525 11,035 133,600 56.0 

190.7 5.3 0.599 24.2 3,086 13,268 139,150 65.6 
7.0 31.7 4,038 17,057 178,890 65.0 

216.3 

5.8 

0.679 

30.1 3,834 21,250 196,490 74.5 
6.0 31.1 3,963 21,922 202,700 74.4 
8.2 42.1 5,359 29,050 268,610 73.6 

10.3 52.3 6,663 35,430 327,600 72.9 
12.7 63.8 8,120 42,235 390,520 72.1 

267.4 

5.8 

0.840 

37.4 4,765 40,776 304,980 92.5 
6.0 38.7 4,925 42,086 314,780 92.4 
6.6 42.4 5,405 45,982 343,920 92.2 
8.0 51.2 6,517 54,860 410,320 91.8 
9.3 59.2 7,538 62,843 470,030 91.3 

12.7 79.8 10,157 82,568 617,560 90.2 
15.1 93.9 11,963 95,526 714,480 89.4 

318.5 

6.0 

1.000 

46.2 5,888 71,896 451,470 110.5 
6.9 53.0 6,752 81,978 514,780 110.2 
7.9 60.5 7,705 92,972 583,820 109.8 

10.3 78.3 9,968 118,484 744,020 109.0 
12.7 95.8 12,195 142,793 896,660 108.2 

355.6 

6.4 

1.117 

55.1 7,018 107,002 601,810 123.5 
7.9 67.7 8,626 130,409 733,460 123.0 
9.5 81.1 10,325 154,702 870,090 122.4 
11.1 94.3 12,008 178,313 1,002,890 121.9 
12.7 107.4 13,675 201,253 1,131,910 121.3 
15.1 126.8 16,145 234,435 1,318,530 120.5 
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e-pile 杭本体の断面諸元 

 (腐食しろとして外周１mm を考慮した場合) 

外径 厚さ 周長 重量 くい有効断面積 断面2次ﾓｰﾒﾝﾄ 断面係数 断面2次半径

φ(mm) (mm) (m) (kg/m) (mm2) (103×mm4) (mm3) (mm) 

114.3 4.5 0.353 9.4 1,196 1,772 31,550 38.7 
6.0 13.2 1,685 2,430 43,280 38.1 

139.8 
4.5 

0.433 
11.6 1,476 3,330 48,330 47.7 

6.0 16.4 2,085 4,603 66,810 47.2 
6.6 18.3 2,325 5,088 73,840 47.0 

165.2 

4.5 

0.512 

13.8 1,756 5,598 68,610 56.6 
5.0 15.7 2,000 6,339 77,690 56.5 
6.0 19.4 2,484 7,777 95,317 56.0 
7.1 23.6 3,010 9,298 113,940 55.8 

190.7 5.3 0.593 19.6 2,490 10,589 112,230 65.4 
7.0 27.0 3,443 14,378 152,390 64.8 

216.3 

5.8 

0.673 

24.8 3,158 17,333 161,760 74.3 
6.0 25.8 3,287 18,004 168,030 74.2 
8.2 36.8 4,683 25,133 234,560 73.4 

10.3 47.0 5,987 31,513 294,100 72.7 
12.7 58.5 7,444 38,317 357,610 71.9 

267.4 

5.8 

0.833 

30.8 3,928 33,355 251,360 92.3 
6.0 32.1 4,089 34,666 261,230 92.3 
6.6 35.9 4,569 38,561 290,590 92.0 
8.0 44.6 5,680 47,439 357,490 91.6 
9.3 52.6 6,701 55,422 417,650 91.1 

12.7 73.2 9,321 75,147 566,290 90.0 
15.1 87.4 11,127 88,106 663,950 89.2 

318.5 

6.0 

0.994 

38.4 4,891 59,333 374,940 110.3 
6.9 45.2 5,755 69,415 438,650 110.0 
7.9 52.7 6,708 80,410 508,120 109.7 

10.3 70.5 8,971 105,922 669,340 108.8 
12.7 87.9 11,198 130,230 822,940 108.0 

355.6 

6.4 

1.110 

46.4 5,905 89,501 506,230 123.3 
7.9 59.0 7,512 112,908 638,620 122.8 
9.5 72.3 9,211 137,201 776,030 122.2 

11.1 85.6 10,894 160,812 909,570 121.7 
12.7 98.6 12,561 183,752 1,039,320 121.1 
15.1 118.0 15,032 216,934 1,227,000 120.3 
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e-pile 杭本体鋼管の許容圧縮強さ 

 (腐食しろとして外周１mm を考慮した場合) 

外径 

(mm) 

厚さ 

(mm) 

くい軸有効 

断面積 

(mm2) 

低減率

Rc 

STK400 STK490 

長期許容

圧縮強さ

(kN) 

短期許容

圧縮強さ

(kN) 

長期許容 

圧縮強さ 

(kN) 

短期許容 

圧縮強さ 

(kN) 

114.3 
4.5 1,196 0.953 179 268 247 370 

6.0 1,685 1.000 264 396 365 548 

139.8 

4.5 1,476 0.925 214 321 296 444 

6.0 2,085 0.979 320 480 442 663 

6.6 2,325 1.000 364 547 504 756 

165.2 

4.5 1,756 0.906 249 374 345 517 

5.0 2,000 0.921 289 433 399 599 

6.0 2,484 0.953 394 584 538 807 

7.1 3,010 0.985 464 696 642 963 

190.7 
5.3 2,490 0.913 356 534 492 739 

7.0 3,443 0.957 516 775 714 1,071 

216.3 

5.8 3,158 0.911 451 676 623 935 

6.0 3,287 0.916 471 707 652 978 

8.2 4,683 0.966 709 1,064 981 1,471 

10.3 5,987 1.000 938 1,407 1,297 1,946 

12.7 7,444 1.000 1,166 1,749 1,613 2,419 

267.4 

5.8 3,928 0.890 548 821 757 1,136 

6.0 4,089 0.893 572 859 792 1,187 

6.6 4,569 0.905 648 971 896 1,343 

8.0 5,680 0.931 828 1,243 1,146 1,718 

9.3 6,701 0.955 1,003 1,504 1,387 2,080 

12.7 9,321 1.000 1,460 2,190 2,020 3,029 

15.1 11,127 1.000 1,743 2,615 2,411 3,616 
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e-pile 杭本体鋼管の許容圧縮強さ 

 (腐食しろとして外周１mm を考慮した場合) 

外径 

(mm) 

厚さ 

(mm) 

くい軸有効 

断面積 

(mm2) 

低減率

Rc 

STK400，SKK400 STK490，SKK490 

長期許容

圧縮強さ

(kN) 

短期許容

圧縮強さ

(kN) 

長期許容 

圧縮強さ 

(kN) 

短期許容 

圧縮強さ 

(kN) 

318.5 

6.0 4,891 0.878 673 1,010 931 1,396 

6.9 5,755 0.893 805 1,207 1,113 1,670 

7.9 6,708 0.908 955 1,432 1,320 1,980 

10.3 8,971 0.946 1,330 1,994 1,839 2,758 

12.7 11,198 0.984 1,726 2,589 2,387 3,580 

355.6 

6.4 5,905 0.876 810 1,216 1,121 1,681 

7.9 7,512 0.897 1,056 1,584 1,460 2,190 

9.5 9,211 0.920 1,327 1,990 1,835 2,753 

11.1 10,894 0.942 1,612 2,418 2,223 3,335 

12.7 12,561 0.965 1,898 2,847 2,625 3,937 

15.1 15,032 0.998 2,351 3,526 3,251 4,877 

 

F：基準強度，STK400，SKK400 では 235N/mm2，STK490，SKK490 では 325N/mm2 
Rc：低減率 Rc＝0.80＋2.5(t－c)/r 
ｔ：くい体鋼管厚(mm)，ｃ：腐食代(1mm)，ｒ：くい体の半径(mm) 
fc：長期許容圧縮応力度 fc＝Rc・F/1.5 
短期許容圧縮応力度は，長期許容圧縮応力度の 1.5 倍 
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e-pile 杭本体鋼管の許容曲げ強さ 

 (腐食しろとして外周１mm を考慮した場合) 

外径 

(mm) 

厚さ 

(mm) 

断面係数 

(×103mm3) 

低減率

Rc 

STK400 STK490 

長期許容

曲げ強さ

(kN・m) 

短期許容

曲げ強さ

(kN・m) 

長期許容 

曲げ強さ 

(kN・m) 

短期許容 

曲げ強さ 

(kN・m) 

114.3 
4.5 31.5 0.953 4.7 7.1 6.5 9.8 

6.0 43.3 1.000 6.8 10.2 9.4 14.1 

139.8 

4.5 48.3 0.925 7.0 10.5 9.7 14.5 

6.0 66.8 0.979 10.2 15.4 14.0 21.0 

6.6 73.8 1.000 11.6 17.4 16.0 24.0 

165.2 

4.5 68.6 0.906 9.7 14.6 13.0 20.0 

5.0 77.7 0.921 11.2 16.8 15.5 23.0 

6.0 95.3 0.953 15.0 22.0 21.0 31.0 

7.1 113.9 0.985 17.6 26.4 24.0 36.0 

190.7 
5.3 112.2 0.913 16.0 24.1 22.0 33.0 

7.0 152.4 0.957 22.9 34.3 31.6 47.0 

216.3 

5.8 161.8 0.911 23.0 35.0 32.0 48.0 

6.0 168.0 0.916 24.0 36.0 33.0 50.0 

8.2 234.6 0.966 36.0 53.0 49.0 74.0 

10.3 294.1 1.000 46.0 69.0 64.0 96.0 

12.7 357.6 1.000 56.0 84.0 77.0 116.0 

267.4 

5.8 251.4 0.890 35.0 53.0 48.0 73.0 

6.0 261.2 0.893 37.0 55.0 51.0 76.0 

6.6 290.6 0.905 41.0 62.0 57.0 85.0 

8.0 357.5 0.931 52.0 78.0 72.0 108.0 

9.3 417.6 0.955 62.0 94.0 86.0 130.0 

12.7 566.3 1.000 89.0 133.0 123.0 184.0 

15.1 663.9 1.000 104.0 156.0 144.0 216.0 
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e-pile 杭本体鋼管の許容曲げ強さ 

 (腐食しろとして外周１mm を考慮した場合) 

外径 

(mm) 

厚さ 

(mm) 

断面係数 

(×103mm3) 

低減率

Rc 

STK400，SKK400 STK490，SKK490 

長期許容

曲げ強さ

(kN・m) 

短期許容

曲げ強さ

(kN・m) 

長期許容 

曲げ強さ 

(kN・m) 

短期許容 

曲げ強さ 

(kN・m) 

318.5 

6.0 374.9 0.878 52.0 77.0 71.0 107.0 

6.9 438.6 0.893 61.0 92.0 85.0 127.0 

7.9 508.1 0.908 72.0 108.0 100.0 150.0 

10.3 669.3 0.946 99.0 149.0 137.0 206.0 

12.7 822.9 0.984 127.0 190.0 175.0 263.0 

355.6 

6.4 506.2 0.876 69.0 104.0 96.0 144.0 

7.9 638.6 0.897 90.0 135.0 124.0 186.0 

9.5 776.0 0.920 112.0 168.0 155.0 232.0 

11.1 909.6 0.942 134.0 201.0 186.0 278.0 

12.7 1039.3 0.965 157.0 236.0 217.0 326.0 

15.1 1227.0 0.998 192.0 288.0 265.0 398.0 

 

Z：断面係数 
F：STK400，SKK400 では 235N/mm2，STK490，SKK490 では 325N/mm2 
Rc：低減率 Rc＝0.80＋2.5(t－c)/r 
ｔ：くい体鋼管厚(mm)，ｃ：腐食代(1mm)，ｒ：くい体の半径(mm) 
fb：長期許容曲げ応力度 fb＝Rc・F/1.5 
短期許容曲げ応力度は，長期許容曲げ応力度の 1.5 倍 
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e-pile 杭本体鋼管の許容ねじり強さ 

 

 

 

  

外径 

(mm) 

厚さ 

(mm) 

ねじり 

断面係数 

(×103mm3) 

断面2次 

モーメント

(×103mm4)

STK400 STK490 

長期許容

ねじり強さ

(kN・m) 

短期許容

ねじり強さ

(kN・m) 

長期許容 

ねじり強さ 

(kN・m) 

短期許容 

ねじり強さ 

(kN・m) 

114.3 
4.5 82 2342 7.4 11.1 10.3 15.4 

6.0 105 3001 9.5 14.2 13.1 19.7 

139.8 

4.5 125 4380 11.3 17.0 15.7 23.5 

6.0 162 5652 14.6 21.9 20.2 30.3 

6.6 176 6137 15.9 23.8 22.0 32.9 

165.2 

4.5 178 7336 16.1 24.1 22.2 33.3 

5.0 196 8076 17.7 26.5 24.5 36.7 

6.0 230 9515 20.8 31.2 28.8 43.2 

7.1 267 11035 24.2 36.2 33.4 50.1 

190.7 
5.3 278 13268 25.2 37.7 34.8 52.2 

7.0 358 17057 32.3 48.5 44.7 67.1 

216.3 

5.8 393 21250 35.5 53.3 49.1 73.7 

6.0 405 21921 36.6 55.0 50.7 76.0 

8.2 537 29050 48.6 72.8 67.2 100.8 

10.3 655 35429 59.2 88.8 81.9 122.9 

12.7 781 42234 70.6 105.9 97.7 146.5 

267.4 

5.8 610 40775 55.1 82.7 76.3 114.4 

6.0 630 42086 56.9 85.4 78.7 118.1 

6.6 688 45982 62.2 93.3 86.0 129.0 

8.0 821 54860 74.2 111.3 102.6 154.0 

9.3 940 62842 85.0 127.5 117.6 176.4 

12.7 1235 82567 111.7 167.5 154.5 231.7 

15.1 1429 95526 129.2 193.8 178.7 268.1 
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e-pile 杭本体鋼管の許容ねじり強さ 

 

Zt：ねじり断面係数 Zt=I/(D/4) 
I：断面 2 次モーメント，D ：外径 
fs：長期許容せん断応力度 fs=F/1.5√3 
短期許容せん断応力度は，長期許容せん断応力度の 1.5 倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外径 

(mm) 

厚さ 

(mm) 

ねじり 

断面係数 

(×103mm3) 

断面2次 

モーメント

(×103mm4)

STK400，SKK400 STK490，SKK490 

長期許容

ねじり強さ

(kN・m) 

短期許容

ねじり強さ

(kN・m) 

長期許容 

ねじり強さ 

(kN・m) 

短期許容 

ねじり強さ 

(kN・m) 

318.5 

6.0 903 71895 81.6 122.4 112.9 169.4 

6.9 1030 81977 93.1 139.6 128.8 193.1 

7.9 1168 92972 105.6 158.3 146.0 219.0 

10.3 1488 118484 134.5 201.8 186.1 279.2 

12.7 1793 142792 162.1 243.2 224.3 336.4 

355.6 

6.4 1204 107001 108.8 163.2 150.5 225.8 

7.9 1467 130408 132.6 198.9 183.5 275.2 

9.5 1740 154702 157.3 236.0 217.6 326.5 

11.1 2006 178312 181.3 272.0 250.9 376.3 

12.7 2264 201252 204.6 307.0 283.1 424.7 

15.1 2637 234434 238.4 357.6 329.8 497.7 
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拡大図 

 

 

 

 

     テーパー管形状及び各部寸法 

     ※機械式継手は第三者機関により評価されている機械式継手とする。 

 

拡
頭

管
テ
ー
パ

ー
管

（
H
１
）

中
・下

く
い

裏当てリング

上部径　　　D１

下部径　　　D２

ガイド材リング

アジャストリング

上
く
い

中
・下

く
い

拡
頭

管
テ
ー
パ
ー
管

中
・下

く
い

工場溶接部分

現場溶接又は

機械式継手部分

くい構成図

拡
頭

管
テ
ー
パ

ー
管

中
・
下

く
い
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e-pile  テーパー管寸法表 

 

上部径 

D1 

（mm） 

下部径 

D2 

（mm） 

上部 

厚さ 

(mm) 

下部 

厚さ 

（mm） 

高さ 

H1 

（mm） 

216.3 190.7 12.7 13.5 152.0 

267.4 190.7 12.7 15.0 177.0 

267.4 216.3 12.7 14.1 177.0 

318.5 216.3 12.7 15.4 203.0 

318.5 267.4 12.7 13.9 203.0 

355.6 267.4 12.7 14.6 330.0 

355.6 318.5 12.7 13.4 330.0 

406.4 318.5 12.7 14.3 355.0 

406.4 355.6 12.7 13.6 355.0 

457.2 355.6 12.7 14.4 381.0 

508.0 355.6 12.7 15.2 508.0 

 

※ √（上部径／下部径）×上部厚さ（T1）＝下部厚さ（T2） 

※ テーパー管は、STK400,STK490, STKN490B, SKK400, SKK490 を用いる。 

※ テーパー管の上部厚さの公差については、JIS G3444（2012）、JIS G3475（2012）、JIS A5525（2012）に準拠

する。ただし、下部厚さの公差については、下限値は上部厚さ、上限値は T2＋5mm とする。 

※ D2 の公差については、-0mm から＋10mm とし、その他の寸法の公差は JIS 規格に準ずる。 

※ H1 の公差については±15％とする。 
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e-pile  テーパー管使用時の中・下杭の最大許容圧縮強さ一覧表 

 

 

※下杭は表中の短期許容圧縮強さ≧設計短期許容支持力でご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 0 mm 考慮 

テーパー管 

サイズ 

（mm） 

中・下杭径

（mm） 

使用材料 

STK400 STK4９0 

長期許容

圧縮強さ 

短期許容

圧縮強さ 

長期許容

圧縮強さ 

短期許容

圧縮強さ 

216.3－190.7 190.7 767 1,151 1,061 1,592 

267.4－190.7 190.7 767 1,151 1,061 1,592 

267.4－216.3 216.3 878 1,317 1,214 1,821 

318.5－216.3 216.3 878 1,317 1,214 1,821 

318.5－267.4 267.4 1,098 1,647 1,518 2,278 

355.6－267.4 267.4 1,098 1,647 1,518 2,278 

355.6－3185 318.5 1,318 1,977 1,823 2,735 

406.4－318.5 318.5 1,318 1,977 1,823 2,735 

406.4－355.6 355.6 1,478 2,217 2,044 3,066 

457.2－355.6 355.6 1,478 2,217 2,044 3,066 

508.0－355.6 355.6 1,478 2,217 2,044 3,066 
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e-pile  拡頭管の許容圧縮強さ 

                                 (腐食しろとして外周 1mm 考慮した場合) 

拡頭管のくい径

φ(mm) 
厚さ 

(mm) 
断面面積 
(mm2) 

低減率 STK400,SKK400 STK490,SKK490 

(Rc)
長期許容 

圧縮強さ 

（ｋN） 

短期許容

圧縮強さ

（ｋN） 

長期許容

圧縮強さ 

（ｋN） 

短期許容

圧縮強さ

（ｋN） 

216.3 

5.8 3,158 0.911 451 676 623 935 
6.0 3,158 0.916 471 707 652 978 
8.2 4,683 0.966 709 1,064 981 1,471 

10.3 5,987 1.000 938 1,407 1,297 1,946 
12.7 7,444 1.000 1,166 1,749 1,612 2,419 

267.4 

5.8 3,928 0.890 548 821 757 1,136 
6.0 4,089 0.893 572 859 792 1,187 
6.6 4,569 0.905 648 971 896 1,343 
8.0 5,680 0.931 828 1,243 1,146 1,718 
9.3 6,701 0.955 1,002 1,504 1,387 2,080 

12.7 9,321 1.000 1,460 2,190 2,019 3,029 
15.1 11,127 1.000 1,742 2,615 2,411 3,616 

318.5 

6.0 4,891 0.878 673 1,010 931 1,396 
6.9 5,755 0.893 805 1,207 1,113 1,670 
7.9 6,708 0.908 955 1,432 1,320 1,980 

10.3 8,971 0.946 1,330 1,994 1,839 2,758 
12.7 11,198 0.984 1,726 2,589 2,384 3,557 
14.3 12,662 1.000 1,983 2,976 2,743 4,115 
17.4 15,454 1.000 2,420 3,632 3,347 5,023 

355.6 

6.4 5,905 0.876 810 1,216 1,121 1,681 
7.9 7,512 0.897 1,056 1,584 1,460 2,190 
9.5 9,211 0.920 1,327 1,990 1,835 2,753 

11.1 10,894 0.942 1,607 2,412 2,223 3,335 
12.7 12,561 0.965 1,896 2,846 2,623 3,935 
15.1 15,032 0.998 2,351 3,526 3,251 4,877 
16.0 15,948 1.000 2,497 3,748 3,454 5,183 
19.0 18,968 1.000 2,970 4,458 4,108 6,165 

※ STK490,SKK490 の項目には STKN490B 材も含まれる。 

※ テーパー管のご使用時には弊社までお問い合わせください。 

※ 設計上必要な場合は、表中の値を超えて製作する場合がある。 
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e-pile  拡頭管の許容圧縮強さ 

(腐食しろとして外周 1mm 考慮した場合) 

拡頭管のくい径

φ(mm) 
厚さ 

(mm) 
断面面積 
(mm2) 

低減率 STK400,SKK400 STK490,SKK490 

(Rc)
長期許容 

圧縮強さ 

（ｋN） 

短期許容

圧縮強さ

（ｋN） 

長期許容

圧縮強さ 

（ｋN） 

短期許容

圧縮強さ

（ｋN） 

406.4 

6.4 6,765 0.866 917 1,369 1,262 1,893 

7.9 8,612 0.885 1,192 1,789 1,649 2,474 

9.5 10,567 0.905 1,496 2,245 2,069 3,104 

12.7 14,427 0.944 2,130 3,197 2,947 4,422 

16.0 18,341 0.985 2,826 4,241 3,909 5,865 

19.0 21,839 1.000 3,420 5,132 4,730 7,098 

457.2 

6.4 7,627 0.859 1,026 1,540 1,419 2,129 
7.9 9,713 0.875 1,331 1,997 1,841 2,762 
9.5 11,922 0.893 1,667 2,502 2,306 3,460 

12.7 16,293 0.928 2,368 3,553 3,275 4,914 
14.3 18,455 0.946 2,734 4,098 3,777 5,668 
19.0 24,711 0.997 3,858 5,784 5,331 8,000 

508.0 

6.4 8,488 0.853 1,134 1,701 1,568 2,353 
7.9 10,814 0.868 1,468 2,203 2,031 3,047 
9.5 13,278 0.884 1,836 2,755 2,540 3,811 

12.7 18,160 0.915 2,602 3,905 3,599 5,400 
16.0 23,126 0.948 3,430 5,147 4,744 7,118 
22.0 31,981 1.000 5,008 7,516 6,927 10,394 

※ STK490,SKK490 の項目には STKN490B 材も含まれる。 

※ テーパー管のご使用時には弊社までお問い合わせください。 

※ 設計上必要な場合は、表中の値を超えて製作する場合がある。 
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e-pile  拡頭管の許容曲げ強さ 

(腐食しろとして外周 1mm 考慮した場合) 

拡頭管のくい径

φ(mm) 
厚さ 

(mm) 
断面係数 

(×103mm3)

低減率 STK400,SKK400 STK490,SKK490 

(Rc)
長期許容 

曲げ強さ 

（ｋN･m）

短期許容

曲げ強さ

（ｋN･m）

長期許容

曲げ強さ 

（ｋN･m） 

短期許容

曲げ強さ

（ｋN･m）

216.3 

5.8 161,7 0.911 23 35 32 48 
6.0 168.0 0.916 24 36 33 50 
8.2 234,6 0.966 36 53 49 73 

10.3 294,1 1.000 46 69 64 95 
12.7 357,6 1.000 56 84 77 116 

267.4 

5.8 251,4 0.890 35 53 48 73 
6.0 261,2 0.893 37 55 51 76 
6.6 290,6 0.905 41 62 57 85 
8.0 357,5 0.931 52 78 72 108 
9.3 417,6 0.955 62 94 86 130 

12.7 566,2 1.000 88 133 122 184 
15.1 663,9 1.000 104 156 143 215 

318.5 

6.0 374,9 0.878 52 77 71 107 
6.9 438,6 0.893 61 92 85 127 
7.9 508,1 0.908 72 108 100 149 

10.3 669,3 0.946 99 148 137 205 
12.7 822,9 0.984 126 189 175 262 
14.3 921,2 1.000 144 216 199 297 
17.4 1102,6 1.000 172 258 238 358 

355.6 

6.4 506,2 0.876 69 104 96 144 
7.9 638,6 0.897 90 134 124 186 
9.5 776,0 0.920 112 167 154 231 

11.1 909,6 0.942 134 201 185 278 
12.7 1039,3 0.965 156 235 217 326 
15.1 1227,0 0.998 192 288 265 398 
16.0 1295,2 1.000 202 304 280 421 
19.0 1514,7 1.000 237 356 328 492 

※ STK490,SKK490 の項目には STKN490B 材も含まれる。     

※ 設計上必要な場合は、表中の値を超えて製作する場合がある。 
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e-pile  拡頭管の許容曲げ強さ 

(腐食しろとして外周 1mm 考慮した場合) 

拡頭管のくい径

φ(mm) 
厚さ 

(mm) 
断面係数 

(×103mm3)

低減率 STK400,SKK400 STK490,SKK490 

(Rc)
長期許容 

曲げ強さ 

（ｋN） 

短期許容

曲げ強さ

（ｋN） 

長期許容

曲げ強さ 

（ｋN） 

短期許容

曲げ強さ

（ｋN） 

406.4 

6.4 665,9 0.866 90 135 124 186 
7.9 841,4 0.885 116 174 161 241 
9.5 1024,3 0.905 145 217 200 300 

12.7 1376,6 0.944 203 305 281 421 
16.0 1721,8 0.985 265 398 367 550 
19.0 2020,1 1.000 316 474 437 656 

457.2 

6.4 847,5 0.859 114 171 157 236 
7.9 1072,3 0.875 147 220 203 304 
9.5 1307,0 0.893 182 274 252 379 

12.7 1761,3 0.928 256 384 354 531 
14.3 1981,0 0.946 293 439 405 608 
19.0 2598,4 0.997 405 608 560 841 

508.0 

6.4 1051,0 0.853 140 210 194 291 
7.9 1331,1 0.868 180 271 250 375 
9.5 1624,2 0.884 224 337 310 466 

12.7 2193,4 0.915 314 471 434 652 
16.0 2757,1 0.948 408 613 565 848 
22.0 3723,7 1.000 581 875 806 1,210 

※ STK490,SKK490 の項目には STKN490B 材も含まれる。     

※ 設計上必要な場合は、表中の値を超えて製作する場合がある。 
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e-pile  拡頭管の許容ねじり強さ 

 

拡頭管のくい径

φ(mm) 
厚さ 

(mm)

ねじり   

断面係数 
(×103mm4) 

断面 2 次  

モーメント 
(×103mm4)

STK400,SKK400 STK490,SKK490 
長期許容 

ねじり強さ

（kN･m）

短期許容

ねじり強さ

（kN･m）

長期許容

ねじり強さ 

（kN･m） 

短期許容

ねじり強さ

（kN･m）

216.3 

5.8 393 21250 35.5 53.3 49.1 73.7 
6.0 405 21921 36.6 55.0 50.7 76.0 
8.2 537 29050 48.6 72.8 67.2 100.8 

10.3 655 35429 59.2 88.8 81.9 122.9 
12.7 781 42234 70.6 105.9 97.7 146.5 

267.4 

5.8 610 40775 55.1 82.7 76.3 114.4 
6.0 630 42086 56.9 85.4 78.7 118.1 
6.6 688 45982 62.2 93.3 86.0 129.0 
8.0 821 54860 74.2 111.3 102.6 154.0 
9.3 940 62842 85.0 127.5 117.6 176.4 

12.7 1235 82567 111.7 167.5 154.5 231.7 
15.1 1429 95526 129.2 193.8 178.7 268.1 

318.5 

6.0 903 71895 81.6 122.4 112.9 169.4 
6.9 1030 81977 93.1 139.6 128.8 193.1 
7.9 1168 92972 105.6 158.3 146.0 219.0 

10.3 1488 118484 134.5 201.8 186.1 279.2 
12.7 1793 142792 162.1 243.2 224.3 336.4 
14.3 1989 158350 179.8 269.7 248.7 373.1 
17.4 2349 187048 212.4 318.6 293.8 440.7 

355.6 

6.4 1204 107001 108.8 163.2 150.5 225.8 
7.9 1467 130408 132.6 198.9 183.5 275.2 
9.5 1740 154702 157.3 236.0 217.6 326.5 
11.1 2006 178312 181.3 272.0 250.9 376.3 
12.7 2264 201250 204.6 307.0 283.1 424.7 
15.1 2637 234434 238.4 357.6 329.8 494.7 
16.0 2773 246505 250.7 376.0 346.8 520.2 
19.0 3209 285310 290.1 435.2 401.4 602.1 

※ STK490,SKK490 の項目には STKN490B 材も含まれる。 

※ 設計上必要な場合は、表中の値を超えて製作する場合がある。 
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e-pile  拡頭管の許容ねじり強さ 

 

拡頭管のくい径

φ(mm) 
厚さ 

(mm)

ねじり   

断面係数 
(×103mm4) 

断面 2 次  

モーメント 
(×103mm4)

STK400,SKK400 STK490,SKK490 
長期許容 

ねじり強さ

（kN･m）

短期許容

ねじり強さ

（kN･m）

長期許容

ねじり強さ 

（kN･m） 

短期許容

ねじり強さ

（kN･m）

406.4 

6.4 1583 160810 143.1 214.6 198.0 296.9 
7.9 1932 196300 174.7 262.0 241.6 362.5 
9.5 2296 233270 207.6 311.3 287.1 430.7 

12.7 2997 304500 270.9 406.4 374.8 562.3 
16.0 3684 374300 333.0 499.6 460.8 691.1 
19.0 4278 434630 386.7 580.1 535.0 802.5 

457.2 

6.4 2014 230180 182.0 273.1 251.9 377.8 
7.9 2461 281330 222.5 333.8 307.8 461.7 
9.5 2929 334750 264.8 397.1 366.3 549.4 

12.7 3833 438140 346.5 519.8 479.4 719.1 
14.3 4271 488140 386.1 579.1 534.1 801.2 
19.0 5500 628670 497.2 745.8 687.9 1031.8 

508.0 

6.4 2497 317080 225.7 338.5 312.2 468.4 
7.9 3055 387920 276.1 414.2 382.0 573.0 
9.5 3638 462080 328.9 493.4 455.0 682.6 

12.7 4772 606090 431.4 647.1 596.9 895.3 
16.0 5895 748710 532.9 799.4 737.3 1106.0 
22.0 7821 993250 707.0 1060.5 978.1 1467.2 

※ STK490,SKK490 の項目には STKN490B 材も含まれる。 

※ 設計上必要な場合は、表中の値を超えて製作する場合がある。 
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       φ114.3 ㎜　　t=4.5㎜　/ STK400

       φ114.3 ㎜　　t=6.0㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ139.8 ㎜　　t=4.5㎜　/ STK400

       φ139.8 ㎜　　t=6.0㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ139.8 ㎜　　t=6.6㎜　/ STK400

       φ165.2 ㎜　　t=4.5㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ165.2 ㎜　　t=5.0㎜　/ STK400

       φ165.2 ㎜　　t=7.1㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ190.7 ㎜　　t=5.3㎜　/ STK400

       φ190.7 ㎜　　t=7.0㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ216.3 ㎜　　t=5.8㎜　/ STK400

       φ216.3 ㎜　　t=8.2㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ216.3 ㎜　　t=10.3㎜　/ STK400

       φ216.3 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ267.4 ㎜　　t=5.8㎜　/ STK400

       φ267.4 ㎜　　t=6.0㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ267.4 ㎜　　t=6.6㎜　/ STK400

       φ267.4 ㎜　　t=8.0㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図

0

10

20

30

40

50

60

70

-1000 -800 -600 -400 -200 0 200 400 600 800 1000

曲
げ

モ
ー

メ
ン

ト
（
kN

・
m

）

軸力(kN)

短期

長期

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

-1500 -1000 -500 0 500 1000 1500

曲
げ

モ
ー

メ
ン

ト
（
kN

・
m

）

軸力(kN)

短期

長期

31



       φ267.4 ㎜　　t=9.3㎜　/ STK400

       φ267.4 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ267.4 ㎜　　t=15.1㎜　/ STK400

       φ318.5 ㎜　　t=6.0㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ318.5 ㎜　　t=6.9㎜　/ STK400

       φ318.5 ㎜　　t=7.9㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ318.5 ㎜　　t=10.3㎜　/ STK400

       φ318.5 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ355.6 ㎜　　t=6.4㎜　/ STK400

       φ355.6 ㎜　　t=7.9㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ355.6 ㎜　　t=9.5㎜　/ STK400

       φ355.6 ㎜　　t=11.1㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ355.6 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK400

       φ406.4 ㎜　　t=6.4㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ406.4 ㎜　　t=7.9㎜　/ STK400

       φ406.4 ㎜　　t=9.5㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ406.4 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK400

       φ406.4 ㎜　　t=16.0㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ406.4 ㎜　　t=19.0㎜　/ STK400

       φ457.2 ㎜　　t=6.4㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ457.2 ㎜　　t=7.9㎜　/ STK400

       φ457.2 ㎜　　t=9.5㎜　/ STK400

e-pile 許容M-N図
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       φ457.2 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK400

       φ457.2 ㎜　　t=16.0㎜　/ STK400
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       φ457.2 ㎜　　t=19.0㎜　/ STK400

       φ508.0 ㎜　　t=6.4㎜　/ STK400
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       φ508.0 ㎜　　t=7.9㎜　/ STK400

       φ508.0 ㎜　　t=9.5㎜　/ STK400
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       φ508.0 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK400

       φ508.0 ㎜　　t=16.0㎜　/ STK400
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       φ508.0 ㎜　　t=19.0㎜　/ STK400

       φ508.0 ㎜　　t=22.0㎜　/ STK400
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       φ139.8 ㎜　　t=6.6㎜　/ STK490

       φ165.2 ㎜　　t=7.1㎜　/ STK490
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       φ190.7 ㎜　　t=7.0㎜　/ STK490

       φ216.3 ㎜　　t=5.8㎜　/ STK490
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       φ216.3 ㎜　　t=8.2㎜　/ STK490

       φ216.3 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK490
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       φ267.4 ㎜　　t=8.0㎜　/ STK490

       φ267.4 ㎜　　t=9.3㎜　/ STK490
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       φ267.4 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK490

       φ318.5 ㎜　　t=6.9㎜　/ STK490
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       φ318.5 ㎜　　t=7.9㎜　/ STK490

       φ318.5 ㎜　　t=10.3㎜　/ STK490
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       φ318.5 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK490

       φ355.6 ㎜　　t=7.9㎜　/ STK490

e-pile 許容M-N図

0

50

100

150

200

250

300

-4000 -3000 -2000 -1000 0 1000 2000 3000 4000

曲
げ

モ
ー

メ
ン

ト
（
kN

・
m

）

軸力(kN)

短期

長期

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

-2500 -2000 -1500 -1000 -500 0 500 1000 1500 2000 2500

曲
げ

モ
ー

メ
ン

ト
（
kN

・
m

）

軸力(kN)

短期

長期

　　　　　　　　　　　　　54



       φ355.6 ㎜　　t=9.5㎜　/ STK490

       φ355.6 ㎜　　t=11.1㎜　/ STK490
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       φ355.6 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK490
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       φ355.6 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK490

       φ406.4 ㎜　　t=9.5㎜　/ STK490
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       φ406.4 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK490

       φ406.4 ㎜　　t=16.0㎜　/ STK490
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       φ457.2 ㎜　　t=9.5㎜　/ STK490

       φ457.2 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK490
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       φ457.2 ㎜　　t=16.0㎜　/ STK490

       φ508.0 ㎜　　t=9.5㎜　/ STK490

e-pile 許容M-N図
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       φ508.0 ㎜　　t=12.7㎜　/ STK490

       φ508.0 ㎜　　t=16.0㎜　/ STK490
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       φ508.0 ㎜　　t=19.0㎜　/ STK490
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e-pile 材料の腐食について
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1. 施工方法 

 

施工は，施工指針にしたがって行う。 

 

 

図 1.1 に施工のフローを示す。 

 

※テーパー管使用時に貫入抵抗が大きい場合には、拡頭管よりも小さなスクリューを用いて適宣先行

掘りを行う。 

図 1.1 施工のフロー 

準備工事 

くい材，施工機，設備の搬入 

くい芯，逃げくい芯位置出し 

試験くいの施工開始 

本くいの施工開始 

管理値との対比，打ち止め 

所定のくい本数施工完了 

くい頭処理(必要に応じて) 

完了 

・現場調査，施工計画 

・搬入検査 

・設計図書対比 
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施工方法 
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1.1. 準備工事 

 

e－Ｐｉｌｅ工法を施工する会社は，事前に施工現場および周辺の状況を調査し，工事を  

安全かつ円滑に進めるために必要な処置を行う。次に，設計図書や現場状況などに基づき

施工機械を選定し，鋼管を鋼管供給会社に，くい先端部をくい先端部供給会社に発注する。

なお，施工機は現場搬入前に整備・点検と試運転を行う。 

 

主な準備工事の項目を以下に示す。 

① 機械の搬入に支障が無いように，道路および交通状況，法的規定など調査し搬入計画

を検討する。 

② 近隣住民に対する環境保全のための調査を行い，対策を検討する。 

③ 電線などの地上障害物，ガス管，地下ケーブルなどの地中埋設物の障害がある場合は

事前に所轄の管理者と打ち合わせを行い，撤去，移設等の処置を行う。 

④ 貫入場所の表土に障害物がある場合は，くい施工前に撤去する。 

⑤ 搬入されたくい材の材質，くい径，くい長，拡翼辺長，拡翼厚を施工計画書と照合する。

また，くい本体と拡翼については変形が生じていないことを確認する。 

⑥ くいは製品検査に合格したものを運搬する。くいの輸送と荷降し時に損傷が生じないよう

に注意をする。搬入されたくいの保管は，作業に支障がないように仮置きする。仮置きは

3 段以下の積み重ねとし，荷崩れなどによりくいの損傷が生じないように注意をする。 

⑦ 施工現場が軟弱な地盤や雨水により軟弱化する恐れのある地盤では，施工機械と地耐

力を検討し，敷鉄板などによる地盤補強対策を行う。 

⑧ くい芯は管理者立ち会いのもとで位置の確認をおこない，くい施工前に逃げ杭を打って

おく。 

 

1.2. くいの建て込み 

 

くいの建込みは，くい体や施工機械に損傷を与えないように十分に注意して行う。建込み

時には，くい芯位置に注意して鉛直精度等を確認する。 

 

① くい芯の確認をする。 

② くいの吊り込みは，くい先端拡翼部が損傷あるいは変形をしないように留意して行う。 

③ くいの建て込みについては，くい打ち機のリーダーとくい本体の鉛直性を 2 方向から水準器

あるいはリーダーに固定されている傾斜計によって随時確認を行う。鉛直に対する傾斜を

各方向とも 1/100 以内とする。 

④ くいが移動しないように振れ止め装置をセットする。 
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1.3. くいの回転貫入 

 

くいの回転貫入中は，くいの鉛直性とくい芯位置等に細心の注意を払う。 

 

① 振れ止め装置をセットした後にくいの回転貫入を開始する。くいの回転貫入中は，くい体と

リーダーの鉛直性に注意し，2 方向から水準器あるいはリーダーに固定されている傾斜計

によってくいの傾斜が 1/100 以下となるようにする。 

② くいの回転貫入量は，くい 1 回転当り，拡翼 1 回転推進量(拡翼勾配高さ×2)程度を参考に

する。拡翼勾配の高さを図 1.2 および表 1.に示す。貫入量の下限値は，打ち止め管理に

用いる管理値である。 

③ 施工機運転席の管理装置によって，オーガ圧，圧入力，貫入量の測定値をそれらのデー

タカードへの記録を行う。 

 

 

図 1.2 拡翼勾配の高さ 

 

表 1.1 拡翼勾配の高さ及び貫入量の下限値 

拡翼径 Dw 

(mm) 

拡翼勾配高さ

h 

(mm) 

貫入量の下限値

h の 15% 

(mm) 

300 80 12 

350 94 14 

400 107 16 

450 121 18 

500 134 20 

550 147 22 

600 161 24 

650 174 26 

700 188 28 

750 201 30 

 

1
5
°

Ｄ w

h
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1.4. 施工管理方法 

 

本工法のくいの打ち止めは，設計される地盤の土層構成やくい支持地盤のN値を基準に，

試験ぐいにより実際のオーガトルク値，圧入力値，１回転あたりの貫入量，の測定により管理

基準値を決定し管理するものとします。 

 

【試験杭施工】 

試験杭の実施位置は、ボーリング実施地点近傍において試験杭を施工し、施工時に必要な

情報(地層の変化や支持地盤の深さ,トルク値,1 回転あたりの貫入量)を測定し,ボーリング調査デ

ータと照合しながらくいを回転貫入する。貫入時に得られたデータを基に打ち止め深度以浅 1D

上部を支持層上端部とし,その位置のトルク値を本ぐいの打ち止め管理トルク値として定めるもの

とする(    図 1.3)。打ち止め管理方法の中で使用している用語の説明は次の通りである。 

設計深度 ：試験くい時におけるくい先端深度（SS） 

貫入深度 ：本ぐいにおけるくい先端深度 

管理トルク値 ：試験くいより得られるトルク値 

支持層上端部 ：試験くいによって決定した地層 

実くいトルク値 ：現地支持地盤より得られるトルク値 

根入れ長 ：設計上くい先端を支持層中に貫入させる長さで，基本的に１D(D：く

い本体径)とする（NL） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 1.3 くいの打ち止め管理方法 
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【打ち止め管理方法】 

 

1) くいの打ち止め管理は，試験くいから得られたトルク値と柱状図の変化傾向の相関性を基に，

管理トルク値を設定し、これを上回ることとするが、打ち止め時に管理トルク値が下回った場合

に於いては近接他ポイントにて更に、くいの打設を行い得られたデ－タ－と設定した管理トルク

値との比較及び相関性を再検討し管理トルク値を再設定する。 

2) 支持層は一般的に不陸や傾斜等で深度差が生じることから、打ち止め時に高止まりや、深止ま

りなどが想定されるため、常に管理トルク値と、打ち止めトルク値の変化傾向の管理を徹底す

る。 

3) 支持層への杭の根入れは原則 1D 以上とするが支持層が非常に強固な場合など 1D 以上の貫

入が出来ない場合には，貫入量が拡翼勾配高さ以上貫入している場合や、１回転あたりの貫

入量が拡翼勾配高さの 15％以下の貫入量で回転トルク値に変化が見られない場合には、根

入れ長 1D 以下でも打ち止めすることができる。 

 

 

 

図 1.4 くいの打ち止めパターン 

 

くいの高止まりについては，その発生が地中障害による場合は，障害物の撤去あるいは，くい

打設位置を変更して，管理値による打ち止め管理を行う。また，その発生が支持層の深度差に

よると考えられる場合には，くい長の設計検討を行い極度な高止まりは再度，ボーリング調査を

行い適切な対応をとることとする。 
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支 持層
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図 1.5 打ち止め管理フローチャート 
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1.5. 継手の施工 

 

上くいの建込み精度を確認し，継手の施工はアーク溶接によって行う。 

 

１)上ぐいの建て込み精度 

下ぐいの頭部を清掃して裏当リングを取り付ける。上ぐいを下ぐいにセットした後，鉛直精度

は水準器を上ぐい側面に当てて，直角 2 方向の傾斜が 1/100 以内であることを確認する。 

２)鋼管の継手溶接 

鋼管の継手溶接は，日本溶接協会規格 WES 7601｢基礎杭打設時における溶接作業標準｣

による。ただし肉厚８mm 未満のものについてはこの限りでない。 

① 開先部は，ワイヤーブラシ等で汚れを除去し，裏当てリングを使用して電気溶接による

全周溶接を行う。手動アーク溶接の標準的な溶接条件として，電流は 130～220A，電

圧は 20～30V，速度は 10～25cm/分を用いる。 

② 溶接工は，JIS Z3801 および JIS Z3841 に定められた試験に合格した者，又は JIS 

Z3801 の労働安全衛生法アーク溶接の特別教育を終了し，継続してくいの溶接作業

に従事している者とする。 

③ 継手および拡翼部の溶接に用いる溶接材料は，引張強さが，490N/mm2 級のものを用

いる。 

④ くい継手部の形状は，鋼管杭協会の規格に準じたものとする(図 1.6 参照)。 

⑤ 肉厚８mm 以上のものについてはレ型開先施工とする。 

⑥ 機械式継ぎ手を採用する場合には，その施工要領に応じた管理を行う。 

 

図 1.6 くい継手部の形状 
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ｼ
ﾞで

調
整

) 

70



 

図 1.7 裏当て金具詳細 

 

３)溶接検査 

くいの現場溶接部分は，割れ，アンダーカット，ピンホールなどの有無を目視にて検査し，  

欠陥を発見した場合は，その箇所をグラインダ等で取り除き，再溶接する。 
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1.6. 施工管理項目 

施工管理項目を表 1.2 に示す。 

表 1.2 施工管理項目 

工程 管理項目 管理方法 管理基準および管理値 

くい材の受け

入れ 
くい各部の寸法 

搬入時にくい径・厚・長・拡翼部の寸法と変

形の無いこと，および数量，材質を確認 
くいの仕様書，施工計画書 

貫入準備 

作業地盤 
ボーリング時の N 値等より作業地盤の安定性

確認 
作業地盤の状況に応じて敷き鉄板を敷く

くい芯の設定 
くい芯より 90 度方向に 2 点逃げぐい（鉄筋

棒）を打っておく 

く い 芯 の 偏 芯 量 が 1 ／ 5  Ｄ 以 内

（Ｄ： 鋼管径） 

リーダーの鉛直性 
くい打ち機本体に装備されたリーダーの傾斜

計で直角 2 方向について確認 
傾斜が 1/200 以内 

回転貫入 

深度 0 の設定 くい打機で設定 0 
くい先端が設計GLにきた時に管理装置の

深度 0 とする 

くいの建込み精度 
水準器をくい側面にあて，直角 2 方向から確

認 
傾斜が 1/100 以内 

くいの固定 振れ止め装置を用いる  

オーガトルク値 
施工管理装置の油圧モータ出力値を確認，

データを記録 
くいの短期ねじり強さ以下 

継手 

（機械式） 

継ぐいの建込み精度 水準器で直角 2 方向から確認 傾斜が 1/100 以内 

溶接 資格確認と溶接状況の目視確認 
JIS Z3801 等の資格もしくは特別教育終了

者，裏当金具使用全周溶接 

くい所定深度

の確認 

くい先端深度 
施工管理装置の深度計の値を地盤調査資

料と対比 

くい先端が設定深度付近まで貫入してい

ること 

管理トルク値 

 

施工管理装置でオーガトルク値の表示及び

記録 

試験ぐいのトルク値より設定した管理ﾄﾙｸ 

値以上。 実くいトルク値≧管理トルク値 

試験くいとのﾄﾙｸ変化傾向の相関性を確

認 

くい頭のずれ 偏芯量 逃げぐいから確認 100mm 以内 

 

72



 
 
 
 
 
 
 

（参考資料） 
杭の引抜き方向の許容支持力 (平１３国交告第１１１３第５三号) 

 
1) 摩擦力算定式 

 
長 期 ：   

 
 

短 期 ：   

 
 

tRa   :の引き抜き方向の許容支持力 ［kN］ 

  RF     :杭の周面摩擦力 ［kN］ 

   Wp   :杭の有効自重(杭の自重から実況により求めた浮力を減じた値) ［kN］ 

 
 

2) 杭の周面摩擦力 

 

杭の周面摩擦力 RF は下式により求める。 

 
 

 
：杭周囲地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数（30 を超えるとき 

         は 30）の平均回数 ［回］ 
Lｓ   ：杭が砂質地盤に接する長さの合計 ［m］ 
ｑu  ：杭周囲地盤のうち粘土質地盤の 1 軸圧縮強度（200 を超えるときは 200 とする） 

 の平均値 ［kN/m2］     
Lc  ：杭が粘土質地盤に接する長さの合計 ［m］ 

ψ  ：杭の周長 ［m］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

wp
15
4at FL RR +=

wp
15
8at Fs RR +=

ψ)(
2
1

3
10 LcusLsNR qF +=

sN



 
 
 
 
 
 
 

（参考資料） 
杭の軸方向許容引抜き力    （－杭基礎設計便覧－） 

 
回転杭では、杭体に作用する引抜き力に対し、杭体の周面摩擦力による抵抗他に、杭先端 
に設けた羽根のアンカー効果による大きな抵抗力が見込まれる。引抜き力の特性は、現場 
での引抜き試験により確認されている。図１に引抜き抵抗のメカニズムの模式図を示す。 

  
図１ 引抜き抵抗のメカニズム 

 
これまで実施された引抜き試験結果より、羽根外径／杭径比（Dw/Dｐ）が 1.5 以上かつ 
支持層への根入れ長さが 1.0Dｐ以上の場合の鋼管杭の引抜き推定式は式（1.0）で表される。 
なお、最大周面摩擦力度は押込み支持力算出時と同様の式とする。 

   
 ・・・・・・式(1.0) 

 
 
 

Pu：地盤から決まる極限引抜き力（kN） 
Dw：羽根外径（m） 
γi：支持層より上で地表面から i 番目の層の有効単位体積重量（kN/m3） 
Li：支持層より上で地表面から i 番目の層の層厚（m） 
ｆi：支持層より上で地表面から i 番目の層の最大周面摩擦力度（kN/m2） 
γ：支持層の有効単位体積重量（kN/m3） 
β：引抜き係数せん断破断面の抵抗係数を表し、支持層の内部摩擦角に応じた 

値を適用するものとする。（表 1.0） 
   φ：支持層の内部摩擦角（度）（N 値から推定する場合は「道示」による。） 
   U：杭の周長（m） 
   H：羽根上方の局部せん断破壊の拡がる高さでの支持層への根入れ長（m） 
     ただし、H≦2.5Dw とする。 
 

表 1.0 φとβの関係 

                   

( )iiiiu ｆΣφ＋β＋γΣγｗπ ⋅⋅⋅⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅⋅⋅= LUtanH  

2
HLDP
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へりあきと杭芯間隔の最小値 【参考図】 

（１）へりあきと杭芯間隔の最小値を以下に示す。 

  

杭芯間隔 Ａ ： D ＋ Dｗ 

へりあき Ｂ ： 1.25 × D 

※ へりあきと杭芯間隔については設計者の判断に委ねられています。 

※ 杭芯ズレ許容値：軸径 114.3 未満・・・軸径以内 

              軸径 114.3 以上・・・1/2 かつ 100 ㎜以内 

              軸径 318.5 以上・・・1/4 かつ 100 ㎜以内 

 

  

A

A

A

A

1.41×A BB
B

A
B

BAB

BAB

B
B

B
0.
87
×
A

B
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杭頭部の接合例 

（１） 杭頭部接合例標準仕様 

杭頭接合部については、設計者の判断に委ねられています。 

 

捨 コ ン

砕 石

杭頭キャップ

杭に水平力を負担させない場合

杭頭切断に不陸がない場合は断続溶接とし

不陸がある場合は全周溶接とする。

杭頭キャップには厚さ3.2mmの鉄板を杭頭部に溶接する。

コ ン クリ ー ト 止 め

D
以

上
D
以

上

捨 コ ン

砕 石

杭頭固定度α=1.0と仮定する場合

杭頭部をフーチング内に杭本体径 (D以上）

杭頭固定度α=1.0と仮定する場合

杭頭鉄筋の仕様については、検討を必要とする。

中詰めコンクリート充填（呑込み長＋D以上）

コ ン クリ ー ト 止 め

捨 コ ン

7
0
m
m
以

上

か
ぶ

り
寸

法

D
以

上砕 石

呑
込

み
長

杭頭固定度α=1.0と仮定する場合

杭頭鉄筋の仕様については、検討を必要とする。

コ ン クリ ー ト 止 め

捨 コ ン

7
0
m
m
以

上

か
ぶ

り
寸

法

砕 石

ず れ 止 め

D
+
1
0
0
以

上

中詰めコンクリート充填（2D以上）

2
5
0
m
m
以

上

中詰めコンクリート充填（D＋100以上）

ずれ止めを設ける
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施工機械　【参考例】
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施工機械　【参考例】
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